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第 1 章「CLIL って？」（奥野由紀子） 
第 2 章「4C を意識したら、授業が変わる？」（小林明子） 
第 3 章「CLIL の授業をしてみよう」（佐藤礼子） 
第 4 章「CLIL で授業をやってみた！」（元田静） 
第 5 章「CLIL 授業を評価して振り返ろう」（渡部倫子） 
第 1 章と第 2 章は、CLIL の考え方の入門編である。CLIL 誕生の背景や特徴、基本理
念、教師の役割、コース計画や教材選びなどについて、基本となる考え方を示している。
第 3 章と第 4 章では、実践編として、さらに具体的な授業プランの立て方や授業での活動









2.1 CLIL 入門編 ～第 1 章・第 2 章～ 
第 1 章では、CLIL の基本理念や誕生の背景、「4 つの C（4C）」に代表される特徴を分
かりやすく解説している。「4C」とは CLIL の基本原理であり、Content（内容）、
Communication（言語知識・言語使用）、Cognition（思考）、Community/Culture（協学・
異文化理解）という 4 つの概念を指す。まず Content（内容）については、「学習動機が
高まるような内容」（p. 9）を選び、「わかる」知識（宣言的知識）だけでなく、「できる」
知識（手続き的知識）も意識した学習が重視される。Communication（言語知識・言語使
用）については、「3 つの言語」（言語知識の学習：language of learning, 言語スキルの学
習：language for learning，学習を通した言語使用：language through learning）を「授
業設計の段階から計画的に取り込み、無理なくスパイラルな向上をめざす」（p. 11）こと
が重要とされる。Cognition（思考）については、「学習者は、表面的な理解、低次思考力
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がれて」（p. 19）おり、4C を意識することで、より CLIL 的な授業を行うことができると
している。ただ、本書が「入門書」であることを考えると、筆者が、さまざまな教授法・
教育法を取り入れた「まさにスマホのように、使い勝手がいい教授法」（p. 7）とする CLIL
の優位性や、本書のコラム（p. 20）で多少触れてはいるが、CLIL と類似する CBI やタス
クで学ぶ TBLT（Task-Based Language Teaching）などとの違いや位置づけについて、も
う一歩踏み込んだ主張や解説があれば、本書で CLIL を取り上げる意義がさらに明確に
なったのではないかと思われる。 
第 2 章では、CLIL の基本原理に基づいた授業を行うための最初の一歩として、CLIL
のコースをどのように計画するのかを、大学の中上級レベルの学習者を対象とした日本語
コース（全 15 回、テーマ「若者の雇用と働きかた」）を取り上げ説明している。読者は、










2.2 CLIL 実践編 ～第 3 章・第 4 章～ 
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2.3 CLIL 評価編 ～第 5 章～ 











信すること」（p. 6）で日本語使用の真正性を高められるという実用性の 2 つを指摘する。

























 ― 5 ―  
 
人たちの意欲をさらにかき立てるきっかけを作ってくれるだろう。 









課題の 2 つめには、CLIL の効果の検証があげられる。すでに「目標言語学習に対する CLIL
の効果については、ヨーロッパを中心として量的・質的データが蓄積されつつあるが、日
本語学習に対する CLIL の効果についてはその一部が検証されているに過ぎない」（小林・





2 「scaffolding：足場かけ」（Wood et al. (1976)）。 
3 バイラムらが提唱した、グローバル化の中で異文化を理解するために必要な能力。詳しくは、細
川ほか（2015）を参照のこと。 





国際感覚力」（池田ほか 2016、p. 15）を含む。 
7 2019 年 6 月末現在で 282 万 9,416 人（法務省調べ）。 
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